
構　造　設　計　標　準　仕　様 ６． 鉄骨工事

建築物の構造内容１．

２． 使用構造材料

３． 地盤

５． 鉄筋コンクリート工事

７．

種類

普通

普通

普通

（１）

スランプ ｃｍ設計基準強度

１８ ２１

）

） ボーリング調査 平板載荷試験 水平地盤反力係数の測定

適用は 印を記入する。

調査予定無 （ ）無有

水平地盤反力係数の測定ボーリング調査

土質試験

静的貫入試験

物理探査 平板載荷試験

（３）

（２） 地盤調査計画

近隣（ 敷地内

標準貫入試験

（１） 地盤調査資料

有

型枠（３）

せき板 支柱
種類

部
位 基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下 スラブ下 はり下

早強ポルト

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメントランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

早強ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

ランドセメント

普通ポルト

コンクリート

の圧縮強度

５℃～

１５℃

５℃未満

２

３

５

３

５

４

６

１０

６

１０

１６

８

１２

１５

１７

２５

２８

２８

２８

２８８

設計基準強度の５０％

設計基準強度の

８５％ １００％

平

均

気

温

存

置

期

間

の

の

種

類

セ

メ

ン

ト

１５℃以上

（１） コンクリート （１） 鉄骨工事は指示のない限り下記による

（２） 鉄筋

高力ボルト 特殊ボルト スタッドボルト

社内検査表

工事監理者が行う検査項目（３）

（

組立・開先検査 製品検査現寸検査

建方検査

（２） 工事監理者の承認を必要とするもの

（５） 接合部の検査

鋼材

検査箇所 検査方法

検査率又は検査数

備考

社内 第三者 工事監理者

突合せ溶接部

第三者機関名

超音波探傷試験

外観（目視）検査

マクロ試験・その他 個

％

個

％

個

代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

（４） 接合部の溶接は下記によること

（６） 防錆塗装

（７） 耐火被覆の材料

コ
ン
ク
リー

ト

の
材
令（

日）

ＦＣ＝Ｎ／ｍｍ2

１００％ ３０％

コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。

セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技

構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ・６０３）は、現場水中養生、

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコン

鉄筋はＪＩＳ・Ｇ３１１２の規格品を標準とする。

柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、

１注）

注） ２

片持ばり、庇、スパン９．０以上のはり下は、工事監理者の指示による。

大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として 行わない。

注） ３

注） ４

注） ５

注） ６

支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。

一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型） Ｓ型（スパ イラル型）とする。

試験機関名

代行業者名

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

建築研究所「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

製作工場

材料規格証明書または試験成績書

施工計画書工作図製作要領書

東京都アーク溶接工事管理基準（建築構造設計指針第１２章）

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要鋼（建築構造設計指針第１２章）

日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅴ，Ⅵ，Ⅶ，Ⅷ，Ⅸ」

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

注）

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を

地盤調査及び試験杭の結果により杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を 変更する場合もある。

高力ボルトは「ＪＩＳ・Ｂ１１８６の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、

溶融亜鉛メッキ高力ボルト（F8T）の摩擦面の処理はメッキ後、軽くブラスト処理を施し、表面粗度は50μmRy以上とし、

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順

とする。

普通

１８１６

普通

普通

普通

５Ｎ／ｍｍ
２

（４） （ ）基礎・杭の位置を明記すること

土質
値

標準貫入試験

１０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０

Ｎ深

度

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

４． 地業工事

無有

無有

（１） 直接基礎

（２） 杭基礎

杭種 備考施工法材料

（ ）

）Ａ種

場所打ち

コンクリート杭

セメント量

深礎 手掘

機械掘

大臣認定第

日本建築センター認定

拡底杭

第

号

号

年 月 日

年 月 日

杭施工結果報告書杭仕様

有 ・ 無（ ） （ 打ち込み ・ ）載荷

Ｂ種 Ｃ種

施工計画書承認

（PHC

SS400 STK400

Fc＝

cm

SD

HOOP SD

ｋｇ／ｍ3

(mm)

鋼材鋼管

PC

Ｈ鋼

摩擦杭

主筋鉄筋

スランプ

コンクリート

リバースサーキュレーション

オールケーシング

アースドリル

BH

ミニアース

拡底杭

布基礎ベタ基礎 地盤改良杭独立基礎

載荷試験

試験堀

試験杭

セメントミルク工法　(ケーシング併用)

25

26

27

28

○ボーリング名

○孔内水位

％

％

構造体強度補正値(S)

１５

１５

　本

ボーリング標準貫入値、土質構成

１５

３ N/mm2（標準）

６ N/mm2（夏期）

PRC Ⅱ種 Ⅲ種

杭径 (KN/本)設計支持力杭 種 ・ 杭 長 本 数 特 記 事 項

PRC節杭

PHC節杭

打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試

定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

術研究センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測

の必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り

標準とする。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からそ

また、打込み量が１５０ｍ3をこえる場合は１５０ｍ3ごとまたは、その端数ごとに一回を

または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

６本以上とし、そのうち４週用に３本用いる。

クリートの自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送

に際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有するものが従事する

造配筋標準図（１）（２）」による。

Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする．継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、

さは「鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長

日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

箇所を超えるときは、２００箇所ごと）に１回行い、１回の試験は５本以上とする。

外観検査 有 無、 引張試験 無、有 超音波探傷試験 有 無

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（２００

コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する

東京都取扱要鋼」第４条の試験機関で行うこと。

代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行するものをいう。

１２ ｍ／ｍ合板厚 を標準とする。材料

型枠存置期間

５ｃｍ以上とする。

D10 D13 D16 D19 D22 D25鉄　筋

記　号

鉄 筋 記 号

８． その他

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し安全上支障のない構造とすること。

　満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、

　平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

　※「給湯設備」建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの。

認定工場（大臣認定 Ｓ・Ｈ・Ｍ・Ｒ・Ｊ　グレートまたは都登録 ランク）

設備関係　(施行令第129条の2の3)

の部分とする。錆止めペイントは、ＪＩＳ・Ｋ５６７４、２回塗りを標準とする。

工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締め

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

すべり係数を 0.40 以上確保する。

グラインダー掛け等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態であること。ただし、ショットブラスト、

グリットブラストによる処理で表面あらさが５０Ｓ以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。

印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

３ N/mm2

捨コンクリート

土間コンクリート

基礎，基礎梁

適用箇所

鹿児島市清水町１３番２２号
〒892-0802 TEL(099)247-7575
一級建築士　登録第145174号

中村　純一

株式会社畠中設計
玉里団地住宅28号棟新築本体工事

鹿児島市建設局建築部住宅課

NO SCALE構造設計標準仕様
Ｓ－01

建築場所

増築 増改築 改築（２） 工事種別 新築

鉄骨造 （Ｓ）

地下 階 階地上 階塔屋

（６） 屋上付属物

ｔｏｎ

ｔｏｎ煙突 キュービクル

（４） 階数

（７）

高架水槽

（有増築計画

（３） 構造種別

（８） 付帯工事

擁壁

（５） 主要用途

広告塔

エレベーター リフト ｔｏｎ

ｔｏｎ倉庫積載床用 受水槽

（１０） 構造計算ルート

（９） 特別な荷重

門堀

工事名称（１）

ｋｇ／ｍ2

鉄骨鉄筋コンクリート造

プレキャスト鉄筋コンクリート造

補強コンクリートブロック造 （ＣＢ）

壁式鉄筋コンクリート造

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造

（ＷＲＣ）

（ＰＲＣ）

（ＳＲＣ） （ＷＰＲＣ）

） 無

クレーン

屋根木造（Ｗ）

鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

　　人乗（ロープ式，油圧式）

玉里団地住宅28号棟新築本体工事

９

Ｂ種 厚 １００， １２０， １５０， １９０，

（２） コンクリートブロック

Ｃ種

（３） 鉄筋

種類

鋼材

備考

）

継手工法

重ね継手

（

使用箇所

有

有

有

有

有

現場溶接

無

無

無

無

無

設計溶接強度
（４） 鉄骨

Ａ種

（６） 屋根，床，壁

認定品 （

高力ボルトすべり係数試験 要 否中ボルト

ナット シングル，ダブル（ ）

頭付スタッド

（５） ボルト

異形鉄筋

Ｄ１０～Ｄ１６

Ｄ１９以上

SD295A

SD295B

SD345

SS400

SSC400

0.9F 1.0F

0.9F 1.0F

0.9F 1.0F

0.9F 1.0F

0.9F 1.0F

F10T S10T M12， M16， M20， M22，

ガス圧接継手

（ＣＢ）

高力ボルト

アンカーボルト

フラットデッキ

使用箇所

F8T

BCR295

SN400A

SM400B

通しダイヤフラムは梁フランジ厚の２サイズ以上とする

SN490C

SN400

STKR400

ALC版

φ＝ Ｌ＝ ｍｍ

φ＝ Ｌ＝ ｍｍ

Ｄ１９以上

Ｄ１０～Ｄ１６

大梁,小梁

柱

胴縁,母屋

既製品仕様による

ダイヤフラムSN490B

STK400

防火サイディング（外壁）

型式

型式　EZ50-1.2

ポリカ折板

折版葺（勾配屋根部）

デッキプレート

Ｈ＝ 166

厚 - 

厚 -

屋根

２階床

外壁

M12

厚 - 

厚 - 

厚 - 

Ｘ方向ルート：３ Ｙ方向ルート：３

３０２７２４

躯体：1階～2階

躯体：3階～4階

躯体：5階～6階

躯体：7階～9階 ２１ ２４ ２７

２４ ２７ ３０

２４ ２７ ３０

２１ ２４ ２７

１８
３ N/mm2（標準）

６ N/mm2（夏期）

１８
３ N/mm2（標準）

６ N/mm2（夏期）

１８
３ N/mm2（標準）

６ N/mm2（夏期）

１８
３ N/mm2（標準）

６ N/mm2（夏期）

SD390 Ｄ２９以上

深さ： 支持層： 長期許容支持力度＝

S-06図杭仕様参照

図面作成

小城 登志郎

一級建築士：第207802号

構造設計一級建築士：第7330号

鹿児島市玉里団地三丁目47番

溶接金鋼（JIS G 3551）

高強度せん断補強筋

6Φ-150×150

使用箇所種類 径

躯体全般

躯体全般

躯体全般

STP・HOOP

床・屋根

コンクリート（構造躯体の水セメント比は、55％以下とする。）

集 合 住 宅

S-05図参照

プレボーリング拡大根固め工法

こと。なお、コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、外気温が２５℃

以下の場合は１２０分以内とし、２５℃を超える場合は９０分以内とする。

拡大掘削長＝4.00m

拡大比　ω＝1.30

無溶接継手：ＴＰＪ

ウルボン鋼　1275N/mm級（同等品）

Ⅴ種



（５．３．４（e）(2)）

（５．１．３）（５．３．１）～（５．３．４）

１－１ 鉄筋の折曲げ基準

（５．３．２(c)）

1.片持ちスラブの先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フックを

用いる場合には、余長は4d以上とする。

鉄筋の折曲げ形状及び寸法

５ｄ以上

～Ｄ３８

折 曲 げ 図

Ｄ１６

以下 ～Ｄ３８

ＳＤ３９０

３ｄ以上 ４ｄ以上

３ｄ以上 ４ｄ以上

３ｄ以上 ４ｄ以上 ５ｄ以上

３ｄ以上 ４ｄ以上

Ｄ１９ Ｄ１９

ｄ

Ｄ
ｄ

Ｄ

４
ｄ
以
上

４
ｄ

以
上

６
ｄ
以
上

Ｄ
ｄ

ｄ

Ｄ

８
ｄ

以
上

ｄ Ｄ

４ｄ以上

ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ２９５Ｂ

５ｄ以上

５ｄ以上

ＳＤ３４５
折曲げ

角　度

１３５゜

　９０゜

１８０゜

（幅止め筋）

１３５゜

及び

９０゜

３ 基 礎 梁

３－１１－２ 鉄筋の継手及び定着の長さ

○ 鉄筋の定着の長さは下表による。

鉄筋の定着の長さ

コンクリートの鉄筋の
設計基準強度 Ｌ3 Ｌ3h種　類 Ｌ1 Ｌ2 Ｌ1h Ｌ2h（Fc）Ｎ/m㎡ 小梁 スラブ 小梁 スラブ

１８ ４５ｄ ４０ｄ ３５ｄ ３０ｄ

２１ ４０ｄ ３５ｄ ３０ｄ ２５ｄＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ ２４　２７ ３５ｄ ３０ｄ
２５ｄ ２０ｄ

３０　３３　３６ ３５ｄ ３０ｄ

１０ｄ
１８ ５０ｄ ４０ｄ ３５ｄ ３０ｄ

かつ
２０ｄ １０ｄ２１ ４５ｄ ３５ｄ －

３０ｄ ２５ｄＳＤ３４５ １５０mm
２４　２７ ４０ｄ ３５ｄ

以上

３０　３３　３６ ３５ｄ ３０ｄ ２５ｄ ２０ｄ

２１ ５０ｄ ４０ｄ
３５ｄ ３０ｄ

２４　２７ ４５ｄ ４０ｄＳＤ３９０

３０　３３　３６ ４０ｄ ３５ｄ ３０ｄ ２５ｄ

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

２０ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

１５ｄ

２０ｄ

１５ｄ

２０ｄ

１５ｄ

２０ｄ

（注）１.L1,L1h：２.以外の直線定着長さ及びフックあり定着長さ．

３1 ２Ｌ ，Ｌ 又はＬ
（ただし、柱せいの3/4倍以上）La

定着基点

※

ι
余長

L
1Ｌ

※5.3.4(d)の長さの全長で確保する

定着基点

ι

3h1h 2hＬ ，Ｌ 又はＬ

２1Ｌ 又はＬ Lb
余長

L

１－３

隣り合う継ぎ手の位置は下表による。ただし壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下は除く。

隣り合う継手の位置

ａ ａ

L1h

ａ≧0.5L1hａ＝0.5L1h

L1h

L1h L1h

Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌａａ
ａ≧0.5 Ｌａ＝0.5 Ｌ

1

1

1

1 1

ａ ａ≧400 mm

カップラー

ａ

ｂ

ａは，400 mm以上，かつ，(ｂ+40)mm以上

フックありの場合

重ね継手

重ね継手

フックなしの場合

（５．３．４（d））

圧接継手

溶接継手

 圧接継手・溶接継手

1

機械式継手

（５．３．２（ｂ））

○ 次の部分に使用する異形鉄筋の末端部には，フックをつける．

１－４　鉄筋のフック（必ずつける端部）

鉄筋のかぶり厚さ及び間隔 （５．３．５）

     （柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の

    　１．５倍以上として最小かぶり厚さを定める。）

３．　スラブ，梁，基礎及び擁壁で，直接土に接する部分のかぶり厚さには，捨コンクリ

－トの厚さを含まない．

２．「仕上げあり」とは，モルタル塗り等の仕上げのあるものとし，鉄筋の耐久性上有効でない

仕上げ（仕上塗材，吹付け又は塗装等）のものを除く．

２ 基 礎

２－１ 直接基礎（独立基礎）の場合の配筋

ＧＬ

基礎筋

15d

はかま筋

基礎筋

はかま筋

はかま筋

基礎筋

（参考図 １．１）

３－２

３－３

基礎接合部の補強

２

梁
幅

梁
幅

ＬＬ

２Ｌ
L2h

L2h

３－Ｄ１６

D

２
２

D

基礎梁あばら筋と同径・同間隔

３－４

４ 柱

ｄ

≧６ｄ

（イ）

ｄ

（ロ）

≧６ｄ

４－２ 帯筋の形

①Ｈ形

ｄ

≧８ｄ

≧６ｄ

（ニ）（ハ）（ロ）（イ）

（イ） （ロ） （ハ）

Ｌ Ｌ Ｌ

ｄ

（ロ）ｄ

≧６ｄ

≧４０ｄ
Ｌ

（ロ）

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

④丸形

４－１ 柱主筋の継手，定着及び余長
最上階出隅はフック付

ｈ
ο
/
２

＋
１
５
ｄ

ｈ
ο

/２
＋
１

５
ｄ

が多い場合
下階の鉄筋

が多い場合
上階の鉄筋

２
Ｌ

１
５
ｄ

２
Ｌ

２
Ｌ

１
５

ｄ

１５０mm１５０mm

かぶり厚さ定着

５
０

０
m
m
以
上
，

か
つ

，
１
，

５
０

０
m
m以

下
５

０
０
m
m
以
上

，
か
つ

１
，
５

０
０
m
m
以
下

ｈ
ο

ｈ
ο

ｈ
ο

継手

≦
３

ｈ
ο
/４

≦
３

ｈ
ο

/４

Ｌ
２

（注） １．　柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合

及び最上階の柱頭にある場合には、

フックを付ける

２．　隣合う継手の位置は，

標仕（表5.3.3）による

１．H型を標準とする

４－３ 帯筋の割付け

１ ２　　　 なお、Ｐ ＠，Ｐ ＠は､特記された

　　　帯筋の間隔を示す。

２

１

　　　付くすべての梁を考慮して適用する．

　　　Ｐ ＠とする範囲は，その柱に取り

　　　帯筋の間隔を１.５Ｐ ＠又は,１.５

　　　柱に取り付く梁に段差がある場合，

柱の打増し補強４－４

（参考図 ２．１）

（参考図２．２）

（参考図 ２．４）

ただし、耐圧スラブが付く場合は３－３による。

独立基礎で基礎梁にスラブがつかない場合の主筋の継手、定着及び余長

独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の接手・定着及び余長

連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の接手・定着及び余長
（参考図 １．７）

οο ο

ο

15ｄ（余長）

／４ ／２ ／４

≧100

継手長さ

継手長さ

継手長さ

οο ο

ο

／４ ／２ ／４

15ｄ

（余長）（余長）

15ｄ継手長さ L2h

L2h

（余長）15ｄ

οο

ο

／４ ／２

（余長）

ο／４

継手長さ

（余長）

La

La
※

※

（余長）

（余長）

La

La

※

※

L2

L2
L2

（余長）

L2

（注） １．　図示のない事項は，別図３．１による．

（参考図 １．６）

（余長）

L2

（余長）

L2

（余長）

La
※

La※

La※

L2

20ｄ（余長） 20ｄ（余長） L2

（余長）

（余長）

（注） １．　図示のない事項は，別図３．１による．

（参考図 １．５）

L2

La※

La
※

L2

（余長）

L2

（注） １．　図示のない事項は，別図３．１による．

（参考図 １．３）

２

梁面より割り付ける．

１

１

１

２

帯筋

Ｐ ＠

Ｐ ＠

１.５Ｐ ＠

１.５Ｐ ＠

１.５Ｐ ＠

する．

のを２本重ねたものと

太い鉄筋又は同径のも

般の帯筋より１サイズ

なる場合，帯筋は，一

上下の柱断面寸法が異

（参考図２．３）

３００mm３００mm

Ｌ２

２ａ

１

（ｂ）２方向の打増し

以下以下以下

３００mm

ａＬ２

打増し部分

３００mm以下

３００mm以下

３００mm以下

帯筋と同径，同材質

同間隔

以下

３００mm

以下

３００mm

ａ

打増し部分

Ｌ２

（ａ）１方向の打増し

（７０mm≦ａ，ａ ，ａ の場合）２１

1.　柱の打増し幅（a,a　,a　）が70mm以上の場合の補強を示す。１ ２

２

折曲げ内法直径（D)

１－５

20ｄ

３－Ｄ１６

Ｌ

Ｌ

２

L2hを確保できない場合は、標仕（5.3.4(e)(3)）によることができる

間隔

Ｄ Ｄあき Ｄは，鉄筋の最大外径

Ⅰ．この配筋要領は、鉄筋コンクリ－ト構造部分等の鉄筋工事に適用す

Ⅱ．本配筋要領に特記なき部分については，監督員の指示により施工す

Ⅲ．（    ）内表示番号は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共

    る．

　　るものとする．

１ 一般事項
総 則

(１) 鉄筋は，設計図書に指定された寸法及び形状に合わせ，常温で正しく加工して組み

　　 立てる.なお，異形鉄筋の径(本文，図，表において「ｄ」で示す)は，呼び名に用

(２) 有害な曲がり又は損傷等のある鉄筋は使用しない．

(３) コイル状の鉄筋は，直線状態にしてから使用する．この際，鉄筋に損傷を与えない．

(４) 鉄筋には、点付け溶接を行わない。また、アークストライクを起こしてはならない.

(５) 鉄筋の切断は，シャ－カッタ－等によって行う．

　　 いた数値とする．

  　 ただし，現場でやむを得ない場合は，ガス切断とすることができる．

(６) 鉄筋の組立は，鉄筋継手部分及び交差部の要所を径０．８mm以上の鉄線で結束し，

   　適切な位置にスペ－サ－，吊金物等を使用して行う．

 　　なお，スペ－サ－は，転倒及び作業荷重等に耐えられるものとし，スラブのスペ

 　　－サ－は，原則として鋼製とする．また，鋼製のスペーサーは，型枠に接する部分

 　　に，防錆処理を行ったものとする．

(７) 鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手とし、適用は特記による。

(８) 主要な配筋は、コンクリート打込みに先立ち，種類，径，数量，かぶり，間隔，位置等

     について監督員の検査を受ける。

2.90°未満の折曲げの内法直径は特記による。

２.L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着長さ及びフックあり定着の長さ
３.L3    ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着長さ。ただし，基礎耐圧スラブ及びこれを受ける

小梁は除く．
４.L3h :小梁下端筋のフックあり定着の長さ
５.フックあり定着の場合は，下図に示すようにフック部分　を含まない．
　 また、中間部での折曲げは行わない。
６.軽量コンクリートの場合は，表の値に５ｄを加えたものとする。

ι

(１)　柱の四隅にある主筋で，重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合。

による．

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下表による。

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０mmを加

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）鉄筋相互のあきは，次の値のうち最大のもの以上とする．ただし，特殊な鉄筋

      継手の場合のあきは，特記による．

      えた数値を標準とする。

      (１)　粗骨材の最大寸法の１．２５倍

      (２)　２５mm 

      (３)　隣り合う鉄筋の平均径（５．３．１（ａ）による．）の１．５倍．

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、（ｄ）に

      よる。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、（ｃ）による。

２．フック及び継手位置は交互とする

３．溶接する場合の溶接長さLは、両面フレア溶接の場合は5d以上、片面フレアの場合は10d以上とする。

４．SP型において、柱頭及び柱筋の端部は1.5巻以上の添巻きを行う

５．H型の135°曲げのフックが困難な場合はW-I型とする

2.　帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ　とする。

3.　軸方向の補強筋間隔は300mm以下とする。

４．　杭基礎の場合のかぶり厚さは，杭天端からとする．

５．　塩害を受けるおそれのある部分等，耐久性上不利な箇所は,特記による．

６．　増し打ち等がある場合は増し打ち厚さを考慮したスペーサーを使用する.

２．　　　　　　　　印は，継手及び余長位置を示す．
３．　破線は柱内定着の場合を示す．
※　　Laの数値は、原則として、柱せいの３/４倍以上とする。

継手長さ
（余長）

(２)　梁主筋の重ね継手が，梁の出隅及び下端の両端にある場合。(基礎梁を除く)

(３)　煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）

(５)　帯筋，あばら筋及び幅止め筋。

(４)　杭基礎のベ－ス筋。

２．　　　　　　　　印は，継手及び余長位置を示す．

３．　破線は柱内定着の場合を示す．

※　　Laの数値は、原則として、柱せいの３/４倍以上とする。

２．　　　　　　　　印は，継手及び余長位置を示す．

３．　破線は柱内定着の場合を示す．

※　　Laの数値は、原則として、柱せいの３/４倍以上とする。

②Ｗ－１形

③ＳＰ形（スパイラル筋）

　　建築工事標準仕様書（平成３１年版）」の当該項目、当該図を示す。

鹿児島市清水町１３番２２号
〒892-0802 TEL(099)247-7575
一級建築士　登録第145174号

中村　純一

株式会社畠中設計
玉里団地住宅28号棟新築本体工事

鹿児島市建設局建築部住宅課

鉄筋コンクリート構造
NO SCALE

Ｓ－02配筋要領図（１）

鉄筋コンクリ－ト構造配筋要領図（１）

Ｌa Ｌb

投影定着長さ

図面作成

小城 登志郎

一級建築士：第207802号

構造設計一級建築士：第7330号

（注） １．　※ 印のかぶり厚さは，普通コンクリ－トに適用し,軽量コンクリ－トの場合は,特記

（い）

部 位

（ろ）

最小かぶり厚さ

（イ） （ロ）

直接土に接

しない部分

直接土に接

する部分　

壁，柱，床，梁，基礎梁又は基礎の立上り部分

基礎（立上り部分及び捨てコンクリートの部分

屋内

屋外

屋内

屋外

２０ ３０

３０ ４０

３０ ４０

４０ ５０

４０ ５０

６０ ７０

耐力壁，柱，梁又は壁梁

を除く。）

　の他これらと同等以上の性能を有する処理が施されている場合にあっては、屋外

　側の部分に限り、（ろ）項に掲げる最小かぶり厚さを１cm減ずることができる。

注　外壁の屋外に面する部位にタイル張，モルタル塗，外断熱工法による仕上げそ

耐力壁以外の壁又は床

７.柱に取り付ける梁の引張鉄筋は、柱の主筋に溶接する場合を除き、柱に定着される部分の長さを40d以上とする。



５　梁

１）　梁主筋は，原則として柱をまたいで引き通すものとし，引き通すことができ

梁 梁L2 梁 梁

図３．２

柱 柱

図３．１

ο

15ｄ(余長)

ο ／４／２

最上階

／４

（参考図３．１～３）５－１　大梁主筋の継手及び定着及び余長

L2

La※

L2

La※

余長

La
※ 余長

L2
二段筋

L2

15d（余長） 15d（余長）15d（余長）
（定着）L2

連続端
外端

ο／４ο／４ο／４ο／４ ο ο／２ ／２

ο ο／12７ ο／４ ο／４ ο／２ ο／４

οο

15d（余長）

／６

L3h

５－３　小梁主筋の継手，定着及び余長

20d（余長） 20d（余長）
20d（余長） 20d（余長）

連続端

余長

L2

Lb

※

15d

Ｌ

ι
ι2 /3

L3h

一般階

15d

Ｌ

ι
ι2 /3

L3h

最上階

L2

５－４　片持梁主筋の定着及び余長

La
※1

※2

L2

余長

※2

１．　　　　　　　印は，余長を示す。

（参考図　３．１３・１４）

（２）先端に小梁がある場合

片持ち梁筋
折下げ

片持ち梁筋
折下げ

片持ち梁

先端小梁

先端小梁
（頭つなぎ梁）

（注） １．　図示のない場合は，（１）による。

小梁外端部 小梁連続端部

水平断面 垂直断面

L2

L2

片持梁

L1

L1

L1

（参考図　７．１・２）５－６　梁貫通孔の補強

凡　　　例

斜 め 筋　４－２－Ｄ２２

縦　　筋　４－２－Ｄ１３

上下縦筋　３－２－Ｄ１３

溶接金網　２－６φ－100@

配　　　筋

６φ－１００＠の溶接金網が２面入ることを示す

４本のＤ１３があばら筋状に孔の両側に２本づつ入ることを示す

孔の上下の部分には各々Ｄ１３のあばら筋が３本入ることを示す

４本のＤ２２が２面入ることを示す

L2

（Ｃ）側面の打増し

ａ ｂａ1

ａ2
腹筋は，3.2
(ｃ)による

L2

（ｄ）二方向の打増し

L2

打増し部分

L2

同材質，同間隔
あばら筋と同径，

L2

打増し部分

（ａ）下端の打増し （ｂ）上端の打増し

ａ

ｂ ｂ

ａ

５－５　梁の打増し補強 （参考図　３．１０）

６　ス ラ ブ
６－１　スラブの配筋

Ｄ１０，Ｄ１３－１５０＠Ｓ 7

Ｓ 6

Ｓ 5

Ｓ 4

Ｓ 3

Ｓ 2

Ｓ 1

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

種別
配筋 短 辺 方 向 短 辺 方 向

Ｄ１０－２５０＠

Ｄ１０－２００＠

Ｄ１０－２５０＠

Ｄ１０－２００＠

Ｄ１０，Ｄ１３－２００＠

Ｄ１０－２００＠

Ｄ１０－１５０＠

Ｄ１０－２００＠

　同　上

Ｄ１０，Ｄ１３－２００＠

　同　上

Ｄ１０，Ｄ１３－１５０＠

Ｓ 9

Ｓ 8

Ｓ14

Ｓ13

Ｓ12

Ｓ11

Ｓ10

　同　上

　同　上

長 辺 方 向
種別
配筋

Ｄ１０－１５０＠

Ｄ１０，Ｄ１３－１５０＠

Ｄ１０，Ｄ１３－１５０＠

Ｄ１３－１５０＠

Ｄ１３－１５０＠

Ｄ１０，Ｄ１３－１５０＠

Ｄ１３－１００＠

Ｄ１３－１５０＠

Ｄ１３－１００＠

長 辺 方 向
（主 筋） 全 域 （配力筋） 全域 （主 筋） 全 域 （配力筋） 全域

　　（注）　上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

○スラブ基準配筋

（表　５．１）

柱

柱

柱

柱

大梁

大
梁

小
梁

短辺方向

長
辺
方

向

２）鉄筋の重ね継手長さは，Ｌ1とする。

長辺方向（配力筋）

短辺方向（主筋）

（参考図　５．１）

（参考図　５. ３）
L2

L3
受け筋

（Ｄ１３）
受け筋（Ｄ１３）

L3

受け筋（Ｄ１３）

L2

Lb

余長

上

下

ＣＳ１

ＣＳ２

ＣＳ３

ＣＳ４

上

下

上

下

上

下

配 筋 種 別 主　　筋 配 筋 種 別 主　　筋

ＣＳ５

ＣＳ６

ＣＳ７

上

下

上

下

上

下

Ｄ１３－１００＠

Ｄ１３－２００＠

Ｄ１３－１５０＠

Ｄ１３－３００＠

Ｄ１０，Ｄ１３－１５０＠

Ｄ１０，Ｄ１３－２００＠

Ｄ１０－２００＠

Ｄ１０－２００＠

Ｄ１０－４００＠

Ｄ１０，Ｄ１３－２００＠

Ｄ１０－２００＠

片持ちスラブの配筋

Ｄ１０，Ｄ１３－３００＠

６－２　片持ちスラブ （表　５．３）

（注）１．先端の折曲げ長さＬは，スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

ι

先端部補強筋
２－Ｄ１３

主筋

ＣＳ１からＣＳ５の場合

L

先端部補強筋
２－Ｄ１３

受け筋 D13
主筋

≦600ι

ＣＳ６及びＣＳ７の場合

L

L3

　　　D13（　≦1000）ι
ι受け筋 D16（  > 1000）

配力筋
配力筋

L2 L2

（参考図　５．５）

（２）先端に壁が付く場合

２－Ｄ１３

先
端

壁
厚

以
上

1
0
0以

下

L2

1
00
以

下
1
0
0以

下先端壁の縦筋の径及び
間隔に合わせる

先
端
壁

厚
以

上
L
2

２－Ｄ１３

垂れ壁のある場合垂れ壁のない場合

L2

（参考図　５．６）

Ｄ

（注） １．　あばら筋は，柱面の位置から割り付ける。

Ｐ＠

ο／４

ο

Ｐ'＠Ｐ'＠

≦Ｐ'＠

ο／４

（注） １．　あばら筋は，柱面の位置から割り付ける。

　　　 ２．　図中のＰ＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

（１） 間隔が一様で，ハンチのない場合

≒30

Ｐ＠

≒30 ≒30≦Ｐ＠

Ｄ

（２） 梁の端部で間隔の異なる場合

５－２　あばら筋の割付け （参考図　３．６・８）

15ｄ(余長)

Ｄ

15ｄ(余長)

一般階
L2

La

余長

※

※LaL2

余長
※

La

L2
継手長さ

L2継手長さ

15ｄ(余長) 上端筋

1.　継手及び圧接中心位置は，次による。

20ｄ(余長)

ο

D

下端筋

ο／４

端部

ο／４ο／４ ο／２

ο ο ο

ο

／６ ／３ ／６２

15d（余長）15d（余長）

外端

20d（余長） 20d（余長）

Lb

L2

余長

※
L3hL3h

※

L2

Lb

余長

余長

L2Lb

L3

（Ｄ１３）
受け筋

受け筋
（Ｄ１３）

L3

Lb

L2

余長

一般スラブの場合

受け筋

（Ｄ１６）

Lb L2

L2

余長

耐圧スラブの場合

６－３　スラブ開口部の補強

ｎ2本

L1

L1

L1

（　　）本2

ｎ1

L1

ｎ1本

（　　）本
2
ｎ2

２－Ｄ１３（　＝２Ｌ1）

開口

（参考図５．７）

１．スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し，

※　スラブ開口部の最大径が700mm以下の場合に限る。

D≦100

L2

（参考図　３．４）

２）　梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

３）　段違い梁は，図３．２によることができる。

　　　ない場合は，柱内に定着することができる。ただし，やむを得ず梁内に定着
　　　する場合，図 ３．１による。

　　　なお、定着方法は標仕(5.3.4(e)(3))による。

　　　上端筋：曲げ降ろす。

　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

吊上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ太い鉄筋

または同径のものを2本重ねたものとする

2.  標仕(5.3.2(b)(2))で定めた鉄筋には，フックを付ける。

3．　　　　　　　印は，継手及び余長を示す。

4．　破線は，柱内定着の場合を示す。

※　 Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

　　　　　上端筋：中央　o/2以内

　　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し， o/4を加えた範囲以内

（１）連続小梁の場合

（２）単独小梁の場合

（１）先端に小梁のない場合

（注） １．　　　　　　　印は，余長位置を示す。

　　　 ２．　梁せいが小さく垂直に余長が取れない場合、斜めにしてもよい。

　　　 ３．　図示のない事項は，３－１,３－２,３－３及び５－１に準ずる。
　　　 ※　　L3hを確保できない場合は、標仕（5.3.4(e)(3)）によることができる。

１） 梁貫通孔補強筋の名称等は、図7.1による。

２） 孔の径は，梁せいの１／３以下とし，孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

３） 孔の上下方向の位置は梁せいの中心付近とし梁中央部下端は梁下端より

１．梁の打増し幅（a,a1,a2）が70mm以上の場合の補強を示す

２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、

　　定着長さはL2とする

　　 Ｄ/３（Ｄは梁せい）の範囲に設けてはならない。

４） 孔は柱面から、原則として1.5Ｄ以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁を除く。

５） 孔が並列する場合の中心間隔は，孔の径の平均値の３倍以上とする。

６） 縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

７） 補強筋は、主筋の内側とする。また鉄筋の定着長さは下図による。

８） 孔の径が梁せいの１／１０以下，かつ，１５０㎜未満のものは，鉄筋を緩やかに

 　　曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

９） 溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

 　　なお、リング筋は溶接金網に４箇所以上溶接する。

１０） 溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。

１１） 溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

（１）片持ちスラブの配筋

２．スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、

　　隅角部に斜め方向に２－Ｄ１３（　＝２Ｌ１）シングルを上下筋の内側に配筋する。

　　開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

２．先端の折曲げの長さＬは，梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。
３．図示のない事項は，５．１による。

※1 Laの数値は、原則として、柱せいの３/４倍以上とする。

※2 L3hを確保できない場合は、標仕（5.3.4(e)(3)）によることができる。

　　　 ２．　先端小梁終端筋の主筋は，片持梁内に水平定着する。

　　　 ３．　先端小梁の連続端は，片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

　　　２．スラブに段差のない場合は，主筋を引き通してスラブに定着してもよい。

１）配筋の割付けは，中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

　　　 ２．　図中のＰ＠，Ｐ’＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

鹿児島市清水町１３番２２号
〒892-0802 TEL(099)247-7575
一級建築士　登録第145174号

中村　純一

株式会社畠中設計
玉里団地住宅28号棟新築本体工事

鹿児島市建設局建築部住宅課

鉄筋コンクリート構造
NO SCALE

配筋要領図（２） Ｓ－03

鉄筋コンクリ－ト構造配筋要領図（２）

図面作成

小城 登志郎

一級建築士：第207802号

構造設計一級建築士：第7330号

φ φ φ

但し、φ≦D/3とする

80≦φ≦100 100≦φ≦150

縦 筋 ST2-D13

折 筋 2-(2-D13) 折 筋 2-(2-D13)

横 筋 2-(2-D13)

150≦φ≦250

縦筋  ST2-D13上
下

斜 筋 4-(2-D13)

横 筋 2-(2-D13)

縦 筋 縦 筋 ST2-D13-100@ST2-D13-100@

孔補強の有効範囲と
定着長さのとり方

※ 部分については計算で

25
0以

上
25

0以
上

2φ 2φ

φ D

45°

※
※

  確認された場合は右
  記の位置、寸法によ
  らなくて良い。

・ 梁幅が400を超える場合は
  補強筋でD13はD16又は、
  2-D13は3-D13と、各々

  読みかえる

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ
2

φ＞250

鉄筋標準配筋



６－４　スラブ等の補強

（参考図５．１２）

（参考図５．８）

補強筋を上端筋の下側に配置する

スラブ筋と同径，
同材質，同間隔

中間部 端部

D13

D13
ａ ａ

L３
L2 L2

L2 L2

L2

　　基礎梁とスラブを一体打ちとしないで，打継ぎを設ける場合の補強を示す。

（参考図５．１０）

中間部 端部

土間コンクリ－ト補強筋

L2 L2

ａ ａ

L2 L2
土間コンクリ－ト補強筋の

鉄筋径及び間隔に合わせる

D13 D13

（参考図５．１１）

(注)　　1≧　2　とする

出隅部分の補強筋

一般スラブ配力筋

出隅受け部

出隅部

2

1 1

1
/2

2

L1
1/
2

L
3

補
強
筋
の
定
着

（出隅部分補強配筋） （出隅受け部配筋）

出隅部分の補強筋

L3

1/2 L1

1/2 L1

1/2

（注）出隅受け部配筋は柱又は梁にL1定着する

(注)　　1≧　2　とする

（参考図５．９）

D13

Ｈ

５Ｈ

（ａ）段差（Ｈ）が７０㎜以下の場合

L2

Ｈ

D13

L2

３５０㎜

（ｂ）段差（Ｈ）が７０㎜を越え，１５０㎜以下の場合

※　150mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。
ι0

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。　　

（参考図　６．３）

Lb

余長

L2

L2

L3

D10

D10-300@D10
ｔ

D10

L3

150

ι0

ｔ

L2

L2

L2

L2

（参考図　６．２）

余長

Lb

Lb

余長

L2

L3

ｔ

D10-200@D13

D10
D10-300@

D10

D10

150D13
L3

D10-200@
ｔ

ι0

（表６．２）

Ｄ１６－１００＠

Ｄ１６－１２５＠

Ｄ１６－１５０＠

Ｄ１３，Ｄ１６－１５０＠

Ｄ１３－１００＠

Ｄ１３－１５０＠

Ｄ１３－２００＠

上端筋，下端筋とも　（全域）

ＫＢ７

ＫＢ６

ＫＢ５

ＫＢ４

ＫＢ３

ＫＢ２

ＫＢ１

種　　別

配　　筋

二辺固定スラブ形基準配筋

（注）１．壁配筋は，８－３による。

L2

L3

ｔ

ｔ

L2
D10-300@

配筋図

D10-300@
Ｄ１３

２－Ｄ１３

配筋種別 ＫＡ２

D10-300@

配筋図
D10-300@

Ｄ１３
L2

Ｄ１３

配筋種別 ＫＡ１

片持ちスラブ形階段基準配筋

L2

（参考図６．１）７－１　片持ちスラブ形階段

７　階　段

2-D13

4-D13
先端補強筋

2-D13

先端補強筋

2-D13
先端補強筋

L2

2-D13

L2

（参考図　４．５）

（表４．２）

ＫＡ２

ＫＡ４

ＫＡ３

ＫＡ１

（注）縦筋は，横筋の外側に配筋する。

ダブル
横筋

Ｄ１０－２００＠
ＫＷ２ ２００

ダブル
縦筋

Ｄ１３－１５０＠

ダブル
横筋

Ｄ１０－２００＠
ＫＷ１ １８０

ダブル
縦筋

Ｄ１３－２００＠

（７－１）
断　面　図縦筋及び横筋種　別 配筋種別

階 段 の

（表４．１）

（注）壁筋の配筋順序は，規定しない。

Ｄ１０－１５０＠  ダブルＷ２０Ｂ

２００

Ｄ１０－２００＠  ダブルＷ２０Ａ

Ｄ１０－１５０＠  ダブルＷ１８Ｂ

１８０

Ｄ１０－２００＠  ダブルＷ１８Ａ

Ｄ１０－１００＠  シングルＷ１５Ｂ

１５０

Ｄ１０－１５０＠  シングルＷ１５Ａ

Ｄ１０－２００＠  シングルＷ１２ １２０

断　面　図縦筋及び横筋種　別

（参考図　４．１）

１．図のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す

L1

≦P@≦P@

Ｐ＠
主筋位置 主筋位置

L2 梁
≦P@

P@

≦P@

主筋位置

梁

柱

８－１　一般事項

８　壁

９　その他

（表　４．３・４）

壁の打増し厚さ（a）が50mm以上の場合の補強を示す。

（参考図　４．４）

（参考図　４．３）

打増し部

ａ

L2

２－Ｄ１３４－Ｄ１３Ｗ１８，Ｗ２０２－Ｄ１３２－Ｄ１３Ｗ１８，Ｗ２０

１－Ｄ１３２－Ｄ１３Ｗ１２，Ｗ１５１－Ｄ１３１－Ｄ１３Ｗ１２，Ｗ１５

斜め縦・横斜め縦・横

壁の種別壁の種別

補　強　筋補　強　筋

Ｂ　　形Ａ　　形

L1

L1

壁配筋
開　　口L1

L1

補強筋

コンクリートブロック帳壁

t

D10-200@D10

D13
D16

L2

L2

控壁の配筋

張壁が土間コンクリ－ト上に設置される場合の補強

　（参考図７．３）

コンクリートブロック帳壁

800

コンクリ－トの厚さ

D10-200@D10

（参考図７．４）

5-D10(L=1,500)

5-D10(L=1,500)

１）屋根スラブの出隅及び入隅部

２）片持スラブの出隅部

３）土間スラブの打継ぎ補強

４）土間コンクリ－トと基礎梁との接合部配筋

５）段差のあるスラブの補強

７－２　二辺固定スラブ形階段

８－２　壁の配筋

８－３　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋

８－４　パラペットの配筋

８－５　壁開口部補強

　　　２．階段主筋は，壁の中心線を越えてから縦に降ろす。

　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは，
　　　　　標仕（表5.3.4）のL3とする。　　

２．壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする

３．幅止め筋は縦横ともD10-1000＠程度とする

３）開口部が柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて

２）壁開口部補強筋の定着長さ

　　配筋できる場合は，補強を省略することができる。

８－６　壁の打増し補強配筋

９－１　コンクリートブロック帳壁との取合い
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共通事項

特記なき限り下記による。

2.　　　は、埋め戻しを示す。

3.ピット底 ｺﾝｸﾘｰﾄｔ=100(Fc=18)φ6 ﾜｲﾔﾒｯｼｭ 150*150 

1.　　　は、ピット底GL-1405mmを示す。

4.地中梁天端は、GL+50とする。

⑨

杭伏図，基礎伏図
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P1

P1

P1

P1

P2P3P3

P3 P3 P3 P3 P3

X2 X7X6X5X4X3X1

上杭

下杭

上杭

下杭

上杭

下杭

杭天端＝GL-2,800

13.0ｍ

13.0ｍ

13.0ｍ

杭本数＝4本

杭本数＝2本

本数杭種・杭長

P1

P2

P3

杭符号 杭支持力
(長期 kN/本)

Ｆ１

Ｆ２

Ｆ３

基礎符号

5,000

4,400

3,800

F4

F4

P4

P4

F5

P5

杭仕様　プレボーリング拡大根固め工法（認定番号：TACP-0527、0528 同等品以上）

F3A F3A

P3AP3A

基 礎 伏 図 S=1:100

上杭

下杭 13.0ｍ

杭天端＝GL-2,800

P4 1,800杭本数＝2本

P5
上杭

下杭
13.0ｍ

杭天端＝GL-2,800

杭本数＝1本 1,500

Ｆ４

Ｆ５

上杭

下杭
13.0ｍ 3,800P3A 杭本数＝4本

杭本数＝14本

Ｆ３Ａ

⑪x7

⑪x7

杭天端＝GL-3,300

杭天端＝GL-3,150

杭天端＝GL-3,300

共通事項）拡大比ω＝1.30　拡大掘削長＝4.00m　無溶接継手：トリプルプレートジョイント（ＴＰＪ）

PHC節杭φ900-700-900(Ａ種105N) 　  ：８m

PHC節杭φ800-600-800(特厚Ａ種105N) ：８m

PHC節杭φ800-600-800(Ａ種105N)　　 ：８m

PHC節杭φ800-600-800(Ａ種105N)　　 ：８m

PHC節杭φ500-400-500(Ａ種105N)　　 ：８m

PHC節杭φ500-400(Ａ種105N)　　　　 ：８m

PHCφ500(Ｂ種105N)　　　　         ：５m

PHCφ400(Ｂ種105N)　　　　         ：５m

PRCφ900(Ⅴ種105N 高せん断型)　　　：５m

PRCφ800(Ⅴ種105N 高せん断型)　　　：５m

PRCφ800(Ⅴ種105N 高せん断型)　　　：５m

PRCφ800(Ⅴ種105N 高せん断型)　　　：５m

・杭の支持確認方法として、試験杭で採取した土質資料と土質調査時の標本との照合を行うこと

　①杭伏図・杭番号

　②杭の施工図

　③杭種、杭径、杭長

　④杭施工記録（掘削深さ、継手、高止まり量、貫入量、セメント量、施工時間、電流値、杭頭処理等）

　⑤杭心ずれ測定記録

　⑥杭傾斜測定記録

　⑦セメント管理試験結果

・杭の施工完了後、下記内容を明記した施工報告書を監督員に提出すること

杭施工について

・汚泥については、自ら利用についても検討し、処理費については設計変更対象とする。
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図面作成
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一級建築士：第207802号

構造設計一級建築士：第7330号

共通事項

特記なき限り下記による。

2.スラブ天端は、FL-140mmとする。

3.     範囲のスラブ天端は、FL-210mmとする。

1.壁符号は、W15とする。

共通事項

特記なき限り下記による。

2.スラブ天端は、FL-140mmとする。

3.     範囲のスラブ天端は、FL-210mmとする。

1.壁符号は、W15とする。

③x6

１階梁伏図

２，３階梁伏図 Ｓ－07
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床貫通スリーブ

90

220

220

④

⑤

⑤

60

90

③

④

6

120① 12

8

6

① ① ① ① ①

④④①① ④④①④①④C3 ② C4

C4

⑤

⑤

⑤⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤⑤

⑤

⑤

⑤

①① ④④①① ④④①④①④

⑤

⑤

⑤⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤⑤

⑤

⑤

⑤

⑤⑤

C3 ① C4

C4 C4

⑤ ⑤

E
W
20

F
G6

P1

②

8

4

S3

S3

18

18

⑤

⑤

⑤

⑤ ⑤

⑤

SL+80～90 SL+80～90
SL+80～90

SL+80～90 SL+80～90
SL+80～90

SL+80～90 SL+80～90SL+80～90 SL+80～90 SL+80～90 SL+80～90

4.     範囲のスラブは、増し打ち範囲を示す。

4.     範囲のスラブは、増し打ち範囲を示す。
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小城 登志郎

一級建築士：第207802号

構造設計一級建築士：第7330号

図面作成
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株式会社畠中設計
玉里団地住宅28号棟新築本体工事

鹿児島市建設局建築部住宅課

A3:1/200
A1:1/100

軸組図ー４

共通事項

特記なき限り下記による。

3.スラブ天端は、FL-140mmとする。

2.

▲

▲

4.     範囲は、フカシとする。

1.壁符号は、W15とする。
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小城 登志郎
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鹿児島市清水町１３番２２号
〒892-0802 TEL(099)247-7575
一級建築士　登録第145174号

中村　純一

株式会社畠中設計
玉里団地住宅28号棟新築本体工事

鹿児島市建設局建築部住宅課

A3:1/200
A1:1/100

軸組図ー５

共通事項

特記なき限り下記による。

3.スラブ天端は、FL-140mmとする。

2.

▲

▲

4.     範囲は、フカシとする。

1.壁符号は、W15とする。
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構造設計一級建築士：第7330号

FCG1 FCG1
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構造スリット（幅30mm）を示す。
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鹿児島市清水町１３番２２号
〒892-0802 TEL(099)247-7575
一級建築士　登録第145174号

中村　純一

株式会社畠中設計
玉里団地住宅28号棟新築本体工事

鹿児島市建設局建築部住宅課

共通事項

特記なき限り下記による。

3.スラブ天端は、FL-140mmとする。

2.

▲

▲

4.     範囲は、フカシとする。

1.壁符号は、W15とする。
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図面作成

小城 登志郎

一級建築士：第207802号

構造設計一級建築士：第7330号

FCG2

FCG1

軸組図ー６

地中梁リスト

A1:1/100，30

A3:1/200，60

4
0
d

STP-D13-@200

地中梁増打ち補強要領 S=1:30

補強筋
梁巾＝350， 400： 4-D16

地中大梁リスト　S=1/30

位置

Ｆ階

断　面

上端筋

下端筋

腹　筋

ＳＴＰ

8-D32

8-D32

8-D13

-D13@200

ＦＧ１ ＦＧ２ ＦＧ３ ＦＧ４ ＦＧ５

全断面 全断面 全断面 全断面 全断面
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8-D13
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8-D32
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8-D13
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8-D13

-D13@200

5-D25

5-D25

符号

9-D32

9-D32

ＦＢ５

全断面

ＦＢ４

X6端部X5・X7端部・中央

3
50

3
50

ＦＢ３

全断面

3
50

ＦＢ1 ＦＢ２

全断面

設計G.L

符　号

位　置

断　面

地中小梁リスト　S=1/30

350 × 1,800

3-D19

3-D19

□-D10-@200

10-D10

350 × 1,000

3-D22

3-D22

4-D22

3-D22

4-D10

□-D10-@200

350 × 1,000

3-D22

3-D22

4-D10

□-D10-@200

350 × 650

3-D19

3-D19

2-D10

□-D10-@200

350 × 1,800

3-D19

3-D19

□-D10-@200

10-D10

上端筋

下端筋

腹　筋

ＳＴＰ

5
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5
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5
0

全断面

ＦＣＧ２ＦＣＧ１

全断面
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350 × 1,400350 × 700
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ＦＢ６

5
0

設計G.L
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10-D29

-D13@150

800 × 2,300400 × 2,100650 × 2,100650 × 2,100650 × 2,100650 × 2,100

中央･Y2端(Y1通より2,500)Y1端

6
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10-D13

構造スリット（幅30mm）を示す。

F1 F1

400 × 1,700

梁巾＝650， 800： 5-D16

5-D25

5-D25

□-D13-@100

-U13@100

　※幅止め筋は、Ｄ１０－＠１０００以下とする

　※幅止め筋は、Ｄ１０－＠１０００以下とする

　※U13は、高強度せん断補強筋(ウルボン1275Φ12.6同等品）を示す。

　　（Ｘ方向）上端かぶり５cm、下端かぶり５cm　（Ｙ方向）上端かぶり８．５cm、下端かぶり８．５cm

　※地中梁のかぶり厚は、ＸＹ方向の大梁が直交することを考慮して下記の通りとする。
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中村　純一

株式会社畠中設計
玉里団地住宅28号棟新築本体工事

鹿児島市建設局建築部住宅課

A3:1/100
A1:1/50図面作成

小城 登志郎

一級建築士：第207802号

構造設計一級建築士：第7330号
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(上面 5-D13)

(上面 6-D13)

PHC φ400

1
0
0

5
0

5
0

D13-@300

中詰めコンクリート

（基礎と同等のコンクリート）

PHC φ500

D13-@300

5
0
0

1
,
70

03
,3

0
0 2
,8

0
0

1
,1

0
0

設計G.L 設計G.L

F3 F3A

注1.（　）内寸法は「F3A」を示す。

1
0
0

5
0

50

3
5
d

2
0
d

8
0
0

D13-@300

中詰めコンクリート

（基礎と同等のコンクリート）

D13-@300

3
,
6
00

5
0
0

4,
1
00

50
5
0

35
d

2
0d

8
00 中詰めコンクリート

（基礎と同等のコンクリート）

3,
5
0
0

D13-@300

10
0

3
,
95

0

4
5
0

(6
0
0)

(4
,
10

0
)

D13-@300

PRC Φ900

PRC φ800
PRC φ800



鹿児島市清水町１３番２２号
〒892-0802 TEL(099)247-7575
一級建築士　登録第145174号

中村　純一

株式会社畠中設計
玉里団地住宅28号棟新築本体工事

鹿児島市建設局建築部住宅課

符号

柱リスト
A1:1/30
A3:1/60

接合部帯筋

主　筋

帯　筋

接合部帯筋

主　筋

帯　筋

接合部帯筋

主　筋

帯　筋

-D13@100 -D13@100 -D13@100 -D13@100

-D13@100 -D13@100 -D13@100 -D13@100

-D13@100 -D13@100 -D13@100 -D13@100

Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｃ４

３階

２階

１階

Ｆ
ｃ

＝
２

７
Ｎ

／
ｍ

ｍ
2

Ｆ
ｃ

＝
３

０
Ｎ

／
ｍ

ｍ
2

Ｆ
ｃ

＝
３

０
Ｎ

／
ｍ

ｍ
2

全断面

全断面

全断面

16-D2916-D29 18-D29 14-D29

1000

8
0
0

5

5

1000

8
0
0

5

900

1
00

0

4

6 6

900

1
00

0

4

5

16-D29 18-D29 14-D29

1000

8
00

5

5

1000

8
00

5

900

10
0
0

4

6

900

10
0
0

4

5 7

16-D29 18-D29 14-D29

1000

80
0

5

5

1000

80
0

5

900

1
0
00

4

6

900

1
0
00

4

5 7

18-D29

18-D29

Ｙ
配筋座標

Ｘ

主　筋

帯　筋

接合部帯筋

主　筋

帯　筋

接合部帯筋

主　筋

帯　筋

接合部帯筋

主　筋

帯　筋

接合部帯筋

主　筋

帯　筋

接合部帯筋

柱リスト　S=1/30

-D13@100 -D13@100 -D13@100

-D13@100 -D13@100 -D13@100 -D13@100

14-D29

-D13@100 -D13@100 -D13@100 -D13@100

14-D29 14-D29

-D13@100 -D13@100 -D13@100 -D13@100

14-D29

-D13@100 -D13@100

16-D29

-D13@100 -D13@100 -D13@100

-D13@100 -D13@100 -D13@100 -D13@100

-D13@100 -D13@100 -D13@100 -D13@100

-D13@100 -D13@100 -D13@100 -D13@100

-D13@100 -D13@100 -D13@100 -D13@100

-D13@100 -D13@100 -D13@100 -D13@100

-D13@100

-D13@100

Ｃ２ Ｃ３ Ｃ４符号

全断面

主　筋

帯　筋

接合部帯筋

９階

８階

７階

６階

５階

４階

Ｆ
ｃ

＝
２

１
Ｎ

／
ｍ

ｍ
2

Ｆ
ｃ

＝
２

１
Ｎ

／
ｍ

ｍ
2

Ｆ
ｃ

＝
２

４
Ｎ

／
ｍ

ｍ
2

Ｆ
ｃ

＝
２

４
Ｎ

／
ｍ

ｍ
2

Ｆ
ｃ

＝
２

７
Ｎ

／
ｍ

ｍ
2

Ｃ１

全断面

全断面

全断面

全断面

全断面

1000

8
0
0

900

1
00

0

4

5

5

5

16-D29 16-D29 14-D29 14-D29

16-D29 16-D29 14-D29 14-D29

1000

8
0
0

5

5

900

1
00

0

4

5

1000

8
00

900

10
0
0

4

5

5

5

1000

8
00

5

5

900

10
0
0

4

5

1000

80
0

5

5

1000

80
0

5

5

16-D29 16-D29

900

1
0
00

4

5

1000

8
0
0

5

5

1000

8
0
0

5

5

16-D2916-D29

900

1
00

0

4

5

900

1
00

0

4

5

-D13@100 -D13@100

14-D2916-D29 16-D29

1000

8
00

5

5

1000

8
00

5

5

900

10
0
0

4

5

900

10
0
0

4

5

16-D29 18-D29 14-D29

1000

80
0

5

5

1000

80
0

5

900

1
0
00

4

6 6

900

1
0
00

4

5

14-D29

900
1
0
00

4
5

-D13@100

-D13@100

14-D29

-D13@100

14-D29

-D13@100

16-D29

-D13@100

-D13@100

-D13@100

-D13@100

-D13@100

-D13@100

14-D29

14-D29

900

1
00

0

4

5

900

10
0
0

4

5

900

1
0
00

4

5

900

1
00

0

4

5

-D13@100

14-D29

900

10
0
0

4

5

900

1
0
00

4

6

-D13@100

-D13@100

-D13@100

16-D29

900

1
00

0

4

6

900

10
0
0

4

7

900

1
0
00

4

7

18-D29

18-D29

Ｃ５ Ｃ５

Ｓ－17

図面作成

小城 登志郎

一級建築士：第207802号

構造設計一級建築士：第7330号

符号

全断面

主　筋

帯　筋

接合部帯筋

Ｐ１

全階

4-D22

-D10@100

-D10@100

2

4
00

400

2

Ｙ
配筋座標

Ｘ柱リスト　S=1/30

-U13@100 -U13@100 -U13@100 -U13@100 -U13@100

-U13@100 -U13@100 -U13@100 -U13@100 -U13@100

-U13@100 -U13@100 -U13@100 -U13@100 -U13@100

-U13@100 -U13@100 -U13@100 -U13@100 -U13@100

　※U13は、高強度せん断補強筋(ウルボン1275Φ12.6同等品）を示す。



鹿児島市清水町１３番２２号
〒892-0802 TEL(099)247-7575
一級建築士　登録第145174号

中村　純一

株式会社畠中設計
玉里団地住宅28号棟新築本体工事

鹿児島市建設局建築部住宅課

A1:1/30
A3:1/60大梁リスト

Ｆ
ｃ

＝
２

７
Ｎ

／
ｍ

ｍ
2

Ｆ
ｃ

＝
２

７
Ｎ

／
ｍ

ｍ
2

Ｆ
ｃ

＝
３

０
Ｎ
／

ｍ
ｍ

2
Ｆ

ｃ
＝

３
０

Ｎ
／

ｍ
ｍ

2

大梁リスト　S=1/30

桁行方向梁

桁行方向の主筋を優先とする

Ｆ
ｃ

＝
２

１
Ｎ

／
ｍ

ｍ
2

Ｆ
ｃ

＝
２

１
Ｎ

／
ｍ

ｍ
2

Ｆ
ｃ

＝
２

４
Ｎ

／
ｍ

ｍ
2

Ｆ
ｃ

＝
２

４
Ｎ

／
ｍ

ｍ
2

Ｒ階

９階

８階

７階

６階

５階

４階

３階

２階

符号

位置

符号

位置

Ｇ１ Ｇ２ Ｇ３ Ｇ４ Ｇ５ Ｇ６ Ｇ１ Ｇ２ Ｇ３ Ｇ４ Ｇ５ Ｇ６

全断面 全断面 全断面 全断面 全断面

断　面

上端筋

下端筋

腹　筋

断　面

上端筋

下端筋

腹　筋

断　面

上端筋

下端筋

腹　筋

断　面

上端筋

下端筋

腹　筋

上端筋

下端筋

腹　筋

ＳＴＰ

断　面

上端筋

下端筋

腹　筋

ＳＴＰ

断　面

上端筋

下端筋

腹　筋

ＳＴＰ

断　面

上端筋

下端筋

腹　筋

ＳＴＰ

断　面

上端筋

下端筋

腹　筋

ＳＴＰ

ＳＴＰ

ＳＴＰ

ＳＴＰ

ＳＴＰ

全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 中央・Y2端 中央・Y2端

断　面

2-D10

-D13@200

500

7
50

5-D25

5-D25

2-D10

-D13@200

500

7
50

4-D25

4-D25

2-D10

-D13@200

500

7
50

4-D25

4-D25

2-D10

-D13@200

500

7
50

4-D25

4-D25

2-D10

-D13@200

3-D25

3-D25

350

7
00

2-D10

3-D25

3-D25

400

7
00

-D13@150

2-D10

3-D25

3-D25

400

7
00

-D13@150

2-D10

3-D25

3-D25

400

7
00

-D13@150

2-D10

400

70
0

2-D10

400

7
00

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

-D13@200

500

7
50

4-D29

4-D29

2-D10

-D13@200

500

7
50

4-D29

4-D29

2-D10

-D13@200

500

7
50

2-D10

500

7
50

4-D29

4-D29

5-D29

5-D29

2-D10

-D13@200

3-D25

3-D25

350

7
00

2-D10

3-D25

3-D25

400

7
00

-D13@150

2-D10

75
0

600

2-D10

-D13@200

75
0

600

5-D29

5-D29

2-D10

-D13@200

75
0

600

6-D29

6-D29

2-D10

75
0

600

5-D29

5-D29

2-D10

-D13@200

3-D25

3-D25

350

70
0

2-D10

3-D25

3-D25

400

70
0

-D13@150

2-D10

75
0

650

7-D29

7-D29

2-D10

75
0

650

7-D29

7-D29

2-D10

75
0

650

7-D29

7-D29

2-D10

75
0

650

7-D29

7-D29

2-D10

-D13@200

3-D25

3-D25

350

70
0

2-D10

3-D25

3-D25

400

70
0

-D13@150

2-D10

75
0

650

6-D32

6-D32

2-D10

75
0

650

6-D32

6-D32

2-D10

75
0

650

2-D10

75
0

650

6-D32

6-D32

2-D10

-D13@200

3-D25

3-D25

350

70
0

2-D10

3-D25

3-D25

400

70
0

-D13@150

2-D10

-D13@200

3-D25

3-D25

350

7
00

2-D10

3-D25

3-D25

400

7
00

-D13@150

2-D10

7
50

650

8-D32

8-D32

2-D10

7
50

650

8-D32

8-D32

2-D10

7
50

650

8-D32

8-D32

2-D10

7
50

650

8-D32

8-D32

2-D10

8-D32

8-D32

650
400

70
0

400

70
0

400

70
0

8
00

2-D10

8-D32

8-D32

650

8
00

2-D10

8-D32

8-D32

650

8
00

2-D10

8-D32

8-D32

650

8
00

2-D10

-D13@200

3-D25

3-D25

350

70
0

2-D10

3-D25

3-D25

-D13@150

400

70
0

2-D10

-D13@200

3-D25

3-D25

350

70
0

2-D10

3-D25

3-D25

-D13@150

400

70
0

2-D10

8-D32

8-D32

650

80
0

2-D10

8-D32

8-D32

650

80
0

2-D10

8-D32

8-D32

650

80
0

2-D10

8-D32

8-D32

650

80
0

2-D10

8-D32

8-D32

650

80
0

2-D10

8-D32

8-D32

650

80
0

2-D10

8-D32

8-D32

650

80
0

2-D10

8-D32

8-D32

650

80
0

2-D10

-D13@200

3-D25

3-D25

350

70
0

2-D10

3-D25

3-D25

-D13@150

400

70
0

7-D32

7-D32

-D13@150

6-D29

6-D29

-D13@150 -D13@150

Ｓ－18

図面作成

小城 登志郎

一級建築士：第207802号

構造設計一級建築士：第7330号

2-D10

3-D25

3-D25

400

70
0

-D13@150

Y1通より2,400の範囲 Y1通より2,400の範囲

2-D10

3-D25

3-D25

400

70
0

-D13@150

4-D25

4-D25

-D13@150

4-D25

4-D25

-D13@150

4-D25

4-D25

-D13@150

4-D25

4-D25

6-D25

6-D25

-D13@150

-U13@150 -U13@150 -U13@150 -U13@200

-U13@200 -U13@200 -U13@200 -U13@200

-U13@200 -U13@200 -U13@200 -U13@150

-U13@150 -U13@150 -U13@150 -U13@150

-U13@150 -U13@150 -U13@150 -U13@150

-U13@150 -U13@150 -U13@150 -U13@150 -U13@150

　※U13は、高強度せん断補強筋(ウルボン1275Φ12.6同等品）を示す。

　※幅止め筋は、Ｄ１０－＠１０００以下とする

　※桁行方向の梁（Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４）のかぶり厚さを優先する

　※大梁の定着は、柱の見付け巾の０.７５倍以上に曲げ込みとする（外端部）



鹿児島市清水町１３番２２号
〒892-0802 TEL(099)247-7575
一級建築士　登録第145174号

中村　純一

株式会社畠中設計
玉里団地住宅28号棟新築本体工事

鹿児島市建設局建築部住宅課

A1:1/30
A3:1/60

開口部

補強筋

厚 サ

縦 筋

横 筋

縦 筋

横 筋

斜 筋

符  号

180

EW18W12 W15 EW20

壁リスト　S=1/30

開口補強要領 壁スリット要領図(完全スリット)

斜ﾒ筋

横 筋

(W15破線)

ｼﾝｸﾞﾙ配筋の補強位置

開 口

縦 筋

40d

80
d

4
0
d

150 180 200

KW25

250120

1-D13

1-D13

ｼﾝｸﾞﾙ配筋

ｼﾝｸﾞﾙ配筋

ダブル配筋

ダブル配筋

ダブル配筋

ダブル配筋

ダブル配筋

ダブル配筋

ダブル配筋

ダブル配筋

W18

D10 @200

D10 @200

1-D13

D10 @200

D10 @200 D10 @200

D10 @200 D13 @150

D13 @150

D13 @150

D13 @200

D10 @200

D10 @200

2-D13

2-D13

千鳥ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

千鳥ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

2-D13

2-D13

1-D13

水平断面

2-D19

図面作成

小城 登志郎

一級建築士：第207802号

構造設計一級建築士：第7330号

小梁リスト　S=1/30

符　号

位　置

断　面

ＢＸＤ

上端筋

下端筋

腹　筋

ＳＴＰ

350 × 650

2-D10

□-D10-@200

3-D22

3-D22

Ｂ1

全断面 X6端部

Ｂ２

X5・X7端部・中央

350 × 650

3-D22

3-D22

6-D22

4-D22

2-D10

□-D10-@200

Ｂ３

X6端部中央X5・X7端部

400 × 650

3-D22

3-D22

3-D22

4-D22 6-D22

7-D22

2-D10

□-D10-@150

ＣＧ１ＣＢ１

全断面元端 先端

250 × 550

4-D19

3-D19 2-D19

2-D19

□-D10-@200

2-D19

2-D19

□-D10-@200

250 × 400

Ｓ－19

壁・スラブ・小梁リスト

階段配筋図

Φ600

2,
10

0

2-D22

人通孔配筋図　S=1/30

□-D16

35d

35d

2-D22

2-D22

4-D19
35d 35

d

4-D19

600Φ(H)

人通孔

4-D19

D13   @200 D13   @200D13   @200

D13   @200

D13   @200

注１．Φ630も同補強要領とする。

補強筋が横に配置出来ない場合は縦配置とする

開口補強筋

500（この範囲に開口補強金を納めること）

ﾜｲﾔ-ﾒｯｼｭは外壁の外側のみ配置の事

符 号
中  央

位 置
長 辺 方 向

端 部 中 央

備 考

上 端 筋

下 端 筋

ﾓﾁｱﾐ配筋

四辺固定

上 端 筋

下 端 筋

ﾓﾁｱﾐ配筋

四辺固定

厚 ｻ

スラブリスト

上 端 筋

下 端 筋

ﾓﾁｱﾐ配筋

四辺固定D10

D10

D10

D10 @200

@200

@250

@250

短 辺 方 向

端  部

210

180＋30

150

D13 @200

@200D10･D13

D13 @200

@200D10･D13 D10･D13 @250

D10･D13 @250

D13 @200

@200D10･D13
Ｓ１

Ｓ２

D13 @150

@150D10･D13

上 端 筋

下 端 筋

@200

@200

D10
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